





























































































































































































































昨年は約 750 件の手術を行いました。本年は 800 例を超すものと予想しております。症例の大半が消化器
癌や乳癌などの悪性疾患ですが、炎症性疾患、小児疾患など専門性の高い良性疾患も対象としております。
また最近特に、心疾患、呼吸器疾患などのハイリスク合併症を有する症例も増えており、麻酔科、放射線科、
消化器内科、小児科等の他の診療科や関係各部署との連携を深めて、集学的治療、高次医療を実践してい
ます。
　私どもの目標は、奈良県で実践する世界最高水準の外科治療であります。そのために日常診療を何より
最優先に、患者さんの満足度を高めることができるように日々努力しています。その他、学会活動はじめ、
基礎的研究のみならず、臨床研究にも力を入れており、全国多施設共同臨床試験にも積極的に参加してお
ります。同時に、奈良医大のこれまでの歴史、オリジナリティーも重要と考え、学内関係各科との共同臨
床試験にも精力的に取り組んでおります。
　現在、全国有数の臨床実績をあげつつあります。これも偏に各御施設の先生方、関係の方々の御尽力の
賜物と、心より深く感謝申し上げます。現状に留まることなく、より一層の高度な診療の充実を図って参
ります。お困りの症例、外科手術を必要とする症例など、是非とも私どもまで御紹介頂ければ幸いと存じ
ます。何卒宜しくお願い申し上げます。
地域医療連携室
だより
Vol.6
アンケートより
● 他病院の連携の状況がよくわかった
● 奈良県統一のパスが運用できるようにしてもらいたい
● 今後パスの導入を考えているので参考になった
● 地域連携について種々の意見を聞けたことで参考と
なる部分が多かった
・・・などのご意見・ご感想をいただきました
奈良県立医科大学附属病院
